
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1012 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語コミュニケーションⅡ ４ ２ 

VISTA English CommunicationⅡ 

be 4th Edition 

English Grammar 24 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・中学校と英語コミュニケーションⅠで学習した内容を踏まえて、総合的に英語でのコミュニケーションを

行うことをめざします。 

・英語の語彙については、実際のコミュニケーションのなかでどのように使われるか、ということを意識し

て学習することが大切です。つねに「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は、外国語学習のなかでとても大切な練習のひとつです。英語のリズムやイントネーションに気をつ

け、聞いている人に伝わるように心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第２学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・短い簡単なメッセー

ジやアナウンスを聞い

て、自分に必要な情報

を聞き取ることができ

る。 

 

・ゆっくりはっきりと

発話される基本的な英

文を１文聞き取ったあ

と、リピートすること

ができる。 

・日常的な内容に関す

る具体的な事柄につい

て書かれたものを読

み、必要な情報を読み

取ることができる。 

 

・待ち合わせの時間や

場所といった日常的な

内容のメール文など具

体的な事柄について書

かれたものを読み、理

解することができる。 

・日常的な事柄や自分

のこと、身の回りのこ

とについて、簡単なや

りとりをすることがで

きる。 

 

・基本的な語や表現を

使って、好き嫌いやで

きることやできないこ

となど、日常的な事柄

についてやりとりをす

ることができる。 

・身近な事柄や出来事

について、簡単な語句

や文を用いて即興で話

すことができる。 

 

 

 

・自分が必要とする事

柄について、簡単な語

句や表現を用いてメモ

やメッセージなどを書

くことができる。 

 

・簡単な語や基礎的な

表現を用いて、バース

デーカードなど、メッ

セージカードを書くこ

とができる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言

語の働きなどの理解を深めるとともに、

これらの知識を「聞くこと」、「読むこ

と」、「話すこと」、「書くこと」によ

る実際のコミュニケーションにおいて、

目的や場面、状況などに応じて適切に活

用できる技能を身につけている。 

・コミュニケーションを行う目的や場

面、状況に応じて、日常的な話題や社会

的な話題について、外国語で情報や考え

などの概要や要点、詳細、話し手や書き

手の意図などを的確に理解したり、これ

らを活用して適切に表現したり伝えあ

ったりしている。 

・外国語の背景にある文化に対
する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しな
がら、主体的、自律的に外国語
を用いてコミュニケーションを
図ろうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１ 

L1 

World Dance 

Performances 

 

L2 

A Piece of 

Cake 

聞くこと 

a: ＜動詞＋目的語＋to 不定詞＞や＜疑問詞＋to 不定詞＞に注意しな

がら、本文の内容を聞き取る技能を身につけている。 

b: 伝統舞踊や旅行についての概要や要点、必要な情報を聞き取って

とらえることができる。 

c: 伝統舞踊や旅行について、注意しながら主体的に聞き取ることが

できる。 

定期考査 

読むこと 

a: 伝統舞踊や旅行について、＜動詞＋目的語＋to 不定詞＞や＜疑問

詞＋to 不定詞＞に注意して読む技能を身につけている。 

b: 伝統舞踊や旅行について、理解を深めるために内容を読み取り、

概要や要点を把握することができる。 

c: 伝統舞踊や旅行について、理解を深めるために、内容を主体的に読

み取り、概要や要点を把握することができる。 

定期考査 

話すこと 

（やり取り） 

a: 頼みごとをしたりされたりする経験について、＜動詞＋目的語＋

to 不定詞＞を用いて伝える技能を身につけている。 

b: 伝統舞踊や旅行について、基本的な語句や文を用いて、考えを詳

しく話して伝えたり、相手からの質問に答えたりすることができ

る。 

c: 伝統舞踊や旅行について、理解を深めるため、主体的に相手に伝え

たり、聞いたりすることができる。 

定期考査 

（スピーキングテスト） 

書くこと 

a: 伝統舞踊や旅行について、与えられたフォーマットを用いて、英文

を書く技能を身につけている。 

b: 伝統舞踊や旅行について、基本的な語句や文を用いて、詳しい考

えを書いて伝えることができる。 

c: 伝統舞踊や旅行について、複数の段落を用いて、主体的に相手に伝

えることができる。 

定期考査 

中間考査 

L3 

Quokka 

 

L4 

Designing 

Stamps 

聞くこと 

a: 使役動詞や知覚動詞、it の用法に留意しながら、本文の内容を聞き

取る技能を身につけている。 

b: インタビューの内容について、要点や必要な情報を聞き取ること

ができる。 

c: インタビューの内容について、主体的に聞き取って捉えようとし

ている。 

定期考査 

読むこと 

a: 使役動詞や知覚動詞、it の用法に留意しながら、本文を読む技能を

身につけている。 

b: インタビューについて理解を深めるために、対話の概要や要点を

理解することができる。 

c: インタビューについて、概要や要点を主体的に把握することがで

きる。 

定期考査 

話すこと 

a: 通学中に見たり聞いたりしたことについて、知覚動詞を用いて与

えられたフォーマットを用いて、英語で相手に伝える技能を身に

つけている。 

b: 通学中に見たり聞いたりしたことについて、知覚動詞を用いて与

えられたフォーマットを用いて、簡単な英語で伝えることができ

る。 

c: 通学中に見たり聞いたりしたことについて、知覚動詞を用いて与

えられたフォーマットを用いて、主体的に情報や考えを相手に伝

えることができる。 

定期考査 

書くこと 

a: 自分が好きな歌や本について、使役動詞や知覚動詞、it の用法を用

いて、詳しく書く技能を身につけている。 

b: 自分が好きな歌や本について、基本的な語句や文を用いて、詳し

い考えを書いて伝えることができる。 

c: 自分が好きな歌や本について、複数の段落を用いて、主体的に相手

に伝えることができる。 

定期考査 

期末考査 

２ 

L5 

Mont-Saint- 

Michel 

聞くこと 
a: 現在進行形/過去完了形/過去完了進行形/受け身に注意しながら、

本文の内容を聞き取ることができる。 
定期考査 
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L6 

Smart 

Agriculture 

b: モン・サン・ミシェルやスマート農業について、要点や必要な情報

を聞き取って捉えることができている。 

c: モン・サン・ミシェルやスマート農業について、主体的に聞き取っ

て捉えようとしている。 

読むこと 

a: モン・サン・ミシェルやスマート農業について、現在進行形/過去

完了形/過去完了進行形/受け身に注意しながら本文を読むことが

できる。 

b: モン・サン・ミシェルやスマート農業について、理解を深めるため

に読み進め、要点や概要を把握することができる。 

c: モン・サン・ミシェルやスマート農業について、理解を深めるため

に、主体的に本文を読もうとしている。 

定期考査 

話すこと 

（やり取り） 

a: モン・サン・ミシェルやスマート農業について、与えられたフォー

マットを参考にして、現在進行形/過去完了形/過去完了進行形/受

け身を用いて、自分の考えを詳しく話して伝え合う技能を身に着

けることができる。 

b: モン・サン・ミシェルやスマート農業について、基本的な文を用い

て、自分の考えを詳しく話して伝えることができる。 

c: モン・サン・ミシェルやスマート農業について、基本的な文を用い

て、主体的に考えを詳しく話して伝えたり、相手からの質問に答え

たりしようとする。 

定期考査 

（スピーキングテスト） 

書くこと 

a: 過去の旅行先について、過去完了形を用いながら、与えられたフォ

ーマットを参考にし、詳しく書くことができる。 

b: 過去の旅行先について、基本的な語句や文を用いて、情報や考え

を詳しく書いて伝えることができる。 

c: 過去の旅行先について、基本的な語句や文を用いて、主体的に情報

や考えを詳しく書くことができる。 

定期考査 

中間考査 

L7 

Martial Art 

on Tatami 

 

L8 

Biologging 

聞くこと 

a: 競技かるたについて、名詞の非制限用法/関係代名詞 what に留意

しながら、本文を聞くことができる。 

b: 競技かるたについて、理解を深めるために、対話を聞き取り、概要

や要点を把握することができる。 

c: 競技かるたについて、理解を深めるために、主体的に対話を読み取

り、概要や要点を把握することができる。 

定期考査 

読むこと 

a: 競技かるたについて、名詞の非制限用法/関係代名詞 what に留意

しながら、本文を読むことができる。 

b: 競技かるたについて、理解を深めるために、対話を読み取り、概要

や要点を把握することができる。 

c: 競技かるたについて、理解を深めるために、対話を聞き取り、主体

的に概要や要点を把握しようとする。 

定期考査 

話すこと 

a: 競技かるたや学校内での出来事について、関係代名詞の非制限用

法を用いて、与えられたフォーマットを参考に、情報や考えを詳し

く話して伝えることができる。 

b: 正月の風物について、基本的な語句や文を用いて、情報や考えを

詳しく話して伝えることができる。 

c: 正月の風物について、基本的な語句や文を用いて、主体的に情報や

考えを話して伝えることができる。 

定期考査 

書くこと 

a: 日本のお土産について、関係代名詞 what を用いて、与えられたフ

ォーマットを参考に、情報や考えを詳しく書くことができる。 

b: 日本のお土産について、基本的な語句や文を用いて、情報や考え

を詳しく書くことができる。 

c: 日本のお土産について、基本的な語句や文を用いて、主体的に情報

や考えを詳しく書くことができる。 

定期考査 

期末考査 

３ 

ENJOY 

READING 

1~4 

聞くこと 

a: 物語や文章について、これまで学習した文法事項や表現に留意し

ながら、内容を聞き取ることができる。 

b: 物語や文章について、これまで学習した文法事項や表現に留意し

ながら、概要や要点を把握することができる。 

c: 物語や文章について、理解を深めるために、これまで学習した文法

事項や表現に留意しながら、主体的に内容を聞くことができる。 

定期考査 

読むこと 

a: 物語や文章について、これまで学習した文法事項や表現に留意し

ながら、内容を読むことができる。 

b: 物語や文章について、これまで学習した文法事項や表現に留意し

ながら、概要や要点を読み取ることができる。 

定期考査 
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c: 物語や文章について、これまで学習した文法事項や表現に留意し

ながら、主体的に内容を把握することができる。 

話すこと 

a: 物語や文章について、これまで学習した文法事項や表現に留意し

ながら、内容を詳しく伝えることができる。 

b: 物語や文章について、これまで学習した文法事項や表現に留意し

ながら、情報や考えを話して伝えることができる。 

c: 物語や文章について、これまで学習した文法事項や表現に留意し

ながら、主体的に詳しく話して伝えることができる。 

定期考査 

書くこと 

a: 物語や文章について、これまで学習した文法事項や表現に留意し

ながら、簡単な要点を英語で書くことができる。 

b: 物語や文章について、これまで学習した文法事項や表現に留意し

ながら、情報を整理して要点を書くことができる。 

c: 物語や文章について、これまで学習した文法事項や表現に留意し

ながら、主体的に要点を書くことができる。 

定期考査 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


